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違和感をもとに、最初の作品シリーズはブランドイメージを使ったメディアが秘める消費的イメージの虚構
性に着目した作品シリーズだった。そして本学に進学後は主に韓国で伝えられる情報と日本で伝えられる情
報との内容の相違に着目し、さらにメディアが生み出す情報の操作性に関心を持つようになった。「母国を離
れて数年の間、日本で生活しながら出会った相異なる情報転送媒体と、かつて筆者が疑いなく受け入れてき
た情報との差異は、大衆媒体の立場による描写の相違を強く感じさせた。」と書く。 
本論文は本人の実体験に基づいた動機によって書かれるが、アートの文脈におけるメディアを読み解くこ
とが丁寧に行われ、作られたイメージが人の思考にどれだけの影響をあたえているか、を論ずることを目的
とする。写真の誕生からデジタルメディアまでを概観し、メディアテクノロジーによる社会構造の変化にと
もなう美的概念の変化について述べ、イメージの使われ方を丁寧に追い、仮想現実社会におけるシュミレー
ショニズムに関する観点においては、映画マトリックスを引き合いとして現実と想像とその認知についての
例に挙げる。消費社会をテーマにした初期には、シュミレーショニズム概念の研究から始まり、記号論を分
析しながら、自身のブランドイメージをモチーフにした制作を読み解く。最終的にはニコラ・ブリオのオル
タモダンというポストモダンを乗り越えようとする概念を紹介し、様々な存在を統合するのではなく、様々
な思考や物語、精神世界が群島のように存在するとする多様性や差異を認めるアーキペラゴーという概念に
到達する。 
作品については、上記の理論に裏付けられた制作となっている。今回の作品は３パーツによる構成で、一
つは韓国にある日本式住宅の写真に一部彩色描画をほどこしたもの。そしてアパートの一室を再現した空間。
これには日本の畳が敷かれ、その上に韓国の座布団と肘掛けが設置され、窓が正面に見える。そこには日本
の団地風景のような日常の光景が写し出されているが、実はよく見ると韓国の風景なのだ。そしてもう一つ
は、日本式家屋の中で母親がそこに住んでいたときの記憶を語る映像ビデオ。空間はそれらによって構成さ
れたインスタレーションになっている。韓国と日本の往き来という直接的な体験から感じた、同じようで同
じで無い、違うようでそうは違わない両国の関係、しかしながら両国で伝わる情報の違いに対する真摯でひ
たむきな思いを表現に結びつけようという創意に満ちた作品となった。論文と作品はそれぞれ表になり裏と
なって裏打ちされ、本学博士学位取得に相応しい評価を得た。 
